
就 学 援 助 申 請 書 (要保護及準要保護児童生徒に係る世帯票)  

※ 申請内容が事実と相違しますと援助の対象となりませんのでご注意ください 

村山市教育委員会 あて 

                                    令和   年  月  日 

次の理由により、就学援助を希望します。 

なお、認定に際して、教育委員会が行う市民税調査簿等の閲覧について、承諾します。  

また、就学援助費受給対象の学校給食費・学用品費等について、滞納した場合は、就学援助費の受領に関する一切の

件を、当該校長に委任します。 

 

①【申請者】（保護者） 

〒      －              住所                                                

 

氏名                           電話番号                         

②【児童・生徒】 

氏名                            村山市立              学校      学年（令和８年４月現在） 

 
③【就学援助を必要とする理由】次のいずれかに該当する方は、番号を〇で囲んでください。 

(1) 生活保護が停止又は廃止された。（令和 年 月 日）  (2) 市民税が非課税又は減免を受けている。 

 (3) 個人事業税の減免を受けている。           (4) 固定資産税の減免を受けている。  

（5）国民年金保険料の免除を受けている。             （6）国民健康保険税の減免を受けている。 

（7）児童扶養手当が（全額・一部)支給されている。   （8）生活福祉資金を借りている。 

(9) 上記（1）～（8）に該当しないが、経済的事情から、就学困難である。（具体的に申請理由を記入） 

 
 

④【家族の状況】※『本人』の欄には児童生徒を記入してください。 
 ※年収・月収欄は、収入のある家族全員について記入のこと。恩給・年金・失業保険その他の公的年金等も収入に含まれます。 

氏    名 続柄 生 年 月 日 
勤務先又は学校・学年 

（令和8年4月時点） 

病気の有無 
年収入又は月収 

 本人  ・  ・      

  ・  ・      

  ・  ・      

  ・  ・      

  ・  ・      

  ・  ・      

  ・  ・      

⑤【住宅状況】 (1）持家   (2) 借家・アパート 家賃月額      円  （3）間借り   (4)その他 

⑥【児童扶養手当】 支給月額         円  ⑦【その他】                    

【校長所見】 

上記の者を、就学援助を必要とする児童･生徒として報告します。 

 

村山市教育委員会 あて 

村山市立        学校長                ㊞ 

(例)両親ともに就労しているが、それぞれの収入額が少なく非課税。 

親が現在闘病中のため学費の捻出が難しい。    等 

 

ボールペン、万年筆等の消えないペンで記載してください 

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い 

児童扶養手当のほかに定期的な収入（養育費等）が

ある場合、その他に記入してください。 

18歳～65歳かつ、病気無で勤務先が空欄（もしくは無職）の場合、

就労していない理由を【就学援助を必要とする理由】欄に必ず記入

してください。 

（例）祖父母の介護、乳幼児の育児、現在求職中、退職直後 等 

上記2点についてご理解いただいたうえで

申請してください。 

（９）に該当する場合は、申請理由を具体的に

記入してください。 

住民票上、別世帯となっていても同居して

いる親族等がいる場合は、その方の情報も

記入してください。 


